
変革のためのポスト2015年開発アジェンダの構築に
向けて：アジアの視点から

背景・目的
本セッションは、2015年以降の目標として提案される持続可能な開発目標（SDGs）に焦点を当て、アジア地

域の教訓からの示唆について議論を行った。

具体的には、1）ミレニアム開発目標（MDGs）の教訓、2）課題間のインターリンケージ、3）目標・ターゲットの

可測性、及び4）実施手段、の4つの論点を中心に議論を深めた。本セッションは、環境省環境研究総合推進費

戦略課題S-11「持続可能な開発目標とガバナンスに関する総合的研究（POST-2015）：地球の限られた資源と

環境容量に基づくポスト2015年開発・成長目標の制定と実現へ向けて」において、IGESが担当するSDGsの

ガバナンス研究の一環として開催された。
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発表・議論の概要
シュレスタ氏は、リオ+20は、過去のサミットや会議で合意されたものを再認識したに過ぎないと指摘した。

将来の開発目標は、グローバル目標と国レベルの開発計画とのつながりが必要であり、全体の究極的な目標と

して幸福にフォーカスを当てること、そして地域レベルでの進捗を測るものさしの必要性を強調した。最後に、

目標は国レベルで違っていても、SDGsのグローバルレベルでの進捗状況を測定するグローバルなインディ

ケーターが必要であるとした。

グリッグス氏は、人類が数々の課題に直面しており、それらの課題を同時に解決していくことが最大のチャレ

ンジであると述べた。以前は、自然資本を人間資本に変えることによって開発が実現されてきたが、現代では、

自然資源が枯渇してきており、状況は一変している。人類の時代（アントロポセン）においては、人類の安全な

活動領域を見つける責任がある。そして、6つの持続可能性目標（繁栄する人生と生活向上、持続可能な食料と

安全、安全で持続可能な水、普遍的なクリーンエネルギー、健康的で生産的な生態系と持続可能な社会のた

めのガバナンス）を提案した。

和田氏は、エコロジカル・フットプリント（EF）による進捗の測定方法について発表を行った。簡潔に言うと、

持続可能な開発の定義は「限られた自然の中で良く生きる」とも言い換えられる。オーバーシュートのコンセ

プトが説明され、我々は現在オーバーシュートの時代に生きており、持続可能な開発の実現からは程遠い状態

にあることが示された。人間開発指標（HDI）とEFを比較し、ほとんどの国が開発目標を達成するために生態系

スペースを使い過ぎている事実が示され、HDIとEFのコンビネーションがSDGsの国レベルでの達成度を測る

上で有用ではとの提案があった。また、開発によってどれだけ環境を犠牲にしているかを理解するために、多

くの途上国がEFに関心を持っている点が言及された。

SDGsを定義するためのプロセスは、持続可能な開発の重要さに関して各国政府に再認識させるための
重要な機会である。

目標を達成するための現場での実施が不可欠である。これを実現させるためには、目標設定プロセス
における包括的な参加が重要であり、特に国レベルのターゲット設定プロセスがカギとなる。

SDGsは全ての国に適用されなければならないが、最終的にはターゲット設定及び実施メカニズムの確保
は各国政府の判断による。

長期的なSDGsは、各国政府の選挙サイクルに合わせた実施の測定を可能にするための短期的なター
ゲットが必要である。短期的なターゲットを設定することにより、政府の説明責任を担保することが短期的
に可能となる。

エネルギーはSDG目標の有力候補である。国連事務総長のイニシアティブ「すべての人のための持続可
能なエネルギー」（SE4ALL）により、同分野における目標設定は前進しているが、各国の発展段階や自然
資源の賦存量に対応した異なるターゲットの設定が必要である。
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吉田氏は、エネルギー関連のSDGに重きを置いたSDGsのためのガバナンスに関する発表を行った。これか

らのグローバルな開発目標は、各国レベルでの状況も異なるため、国レベルでの計画のためというよりは意

識向上に適していると述べた。SDGsは科学に基づいて設定されるべきであるが、国際交渉はしばしば科学や

エビデンスに必ずしも基づいていない点を指摘した。全ての人のための持続可能なエネルギー（SE4ALL）イ

ニシアティブの全容を紹介し、すでに数多くの国がこのイニシアティブに賛同しており、エネルギー目標を設定

するにあたって有用であること、またエネルギーが開発と環境両方にとって極めて重要であることから、エネ

ルギー分野はSDGになる有力候補であると述べた。また、主に先進国用に一人当たりのエネルギー消費の削

減目標が必要であると提案し、加えてエネルギー SDGには、アクセス、エネルギー効率、再生可能エネルギー

率に関するターゲット、インディケーターも必要であると強調した。多くの国がすでにエネルギー目標を持つ

中で、より国際的に標準化された進捗を測るシステムや、質の高いデータが必要であると結論づけた。

バルギース氏は、開発の地域レベルの側面について発表を行った。地域の優先事項がどうグローバルな開

発アジェンダに反映されるか、またその逆についても焦点を当てた。国際社会は今までに多数の崇高なグロー

バルプロセスを経験してきたが、地域レベルの実施が未だ欠如している。人口の上層部20％が80％の資源を

消費している現実を提示した。持続可能な開発は長期的にレジリアンスを担保することを意味し、そしてそれ

を実現するには、人々の物やサービスへの平等なアクセスを担保することが重要であると述べた。さらに、地

域の人々が簡潔で適切な実施・進捗測定のためのフレーム及び手法を必要としている点を指摘した。

パネルディスカッションにおいて、SDGsの設定、実施及びレビューに関し、参加者から重要かつ追加的な質

問があった。第一に、MDGsのような過去の経験から、全ての目標に関して達成されたわけではないが、いくつ

かの目標に関してはある程度の進捗があったことから、SDGsのような目標が意味あるものである点が強調さ

れた。また、目標達成のためには、特にグローバル目標を国家開発計画に落とし込むための方法を明確にす

ることが重要であると強調された。概念的には、SDGsは簡潔で数に限りがあり、測定可能で時間制約のある目

標と合意されているが、全ての国に対応しなければならない一方で、ターゲットの設定は各国の判断に左右さ

れる点が指摘された。食糧、水、及びエネルギー等のセクター間のリンケージについては、セクター間のシナ

ジーやトレードオフを認識することが第一歩であり、実際には現場で対応するのが最良策であるという意見も

あった。また、人類が自己の発展のために地球とその土地に際限なく依存していることを問題視し、将来の目

標枠組みにおいて環境の持続可能性に焦点を当てることが重要との意見があった。目標設定に関する議論が

開始されたが、数に限りがあるとはいえ、一般的な目標の中に多くのターゲットや指標が入れ込まれる見込み

であるとの指摘もあった。さらに、具体的な目標やターゲットの実施のために、自治体レベルでの統合も重要

であるとした。最後に、グローバル目標の実施のためにグローバルガバナンスの担う役割について議論があっ

た。現実的な例として、共通の利害や関心を有する国同士の協力を可能にする有志連合のような任意制度が

挙げられた。
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